サーカディアンリズムの解析法　固体行動、神経活動から分子リズムに至るまで by 池田 真行 et al.







































































































































マウス SCN スライス培養の作成と自発発火頻度解析 











なお培養液 100mlの組成は以下のとおりである。50 ml Basal Medium Eagle、25 ml Earle’s 


























SCN スライス培養における自発発火頻度リズムと細胞内 Ca2+濃度リズムの同時計測 






















４．遺伝子発現を指標にした SCN 固定標本のリズム解析法（守屋） 

















定し、20%スクロース溶液に浸漬する。マウスやラットの SCN は、吻側から尾側まで 1mmほ








ある。つぎに切片をアセチル化し、2SSC（NaCl 3 mM, Sodium Citrate 33 mM）溶液にて
 6 
洗浄する。目的とするmRNA と特異的にハイブリダイズする相補的な放射性同位体（33P）標




さらに2SSC/50%ホルムアミド溶液および 0.4SSC（NaCl 6.7 mM, Sodium Citrate 6.7 mM）
溶液にて洗浄する。切片をスライドガラスに貼り付け、アルコール脱水後に乾燥させ、高










徴的な Per1の性質は、光照射により SCN で転写誘導されることであるが、興味深いのは、
SCN 以外の幾つかの脳部位や末梢組織においても、Per1遺伝子が発現していることである。
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Ａ.スライスは一度メンブレンフィルター上で 1 週間程度培養し、それから Ca2+センサー
（Yelow Cameleon 2.1）遺伝子を遺伝子銃により導入する。センサータンパク質の蛍光を
確認してから、裏表になるようにして、多電極アレイ培養皿にのせ再培養することができ






図４．放射性同位体（33P）標識 RNAプローブを用いた in situ hybrid zation法によるマ




図５．Per1::lucラットの培養 SCN 及び末梢組織での Per1遺伝子発現日周振動。導入した
Per1::luc遺伝子の構造を上に示す。実線は Per1のプロモータ領域。lucはルシフェラー
ゼ遺伝子。 
 
 





